
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：学校を基盤とするカリキュラム開発の成立と発展のためには，リーダ

ーシップが重要である。筆者らは，カリキュラム・リーダーシップ概念に注目し，その構造を

モデル化するとともに，それに該当する事例を収集・整理した。そして，実践的リーダーが，

この概念を理解し，自身の実践に活用するためのハンドブックの作成を試みた。20 名を越える

リーダー教師たちに，ハンドブックを評価してもらった結果，その実践的有効性，さらなる改

善課題が明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Leadership is quite important for teachers to be engaged in 
School-Based Curriculum Development(SBCD). We paid special attention to and made the 
structural model of the curriculum leadership through literary review. In addition, we 
made some case studies on the curriculum leadership in practice. On the basis of the 
results from those researches, we developed the handbook on SBCD for the leader teachers. 
More than 20 leader teachers used the handbooks for formative evaluation. It is proved 
that the handbook is the useful for the teachers to understand and coordinate SBCD in 
their schools, and should be improved partially. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国の小中学校の新教育課程は，大綱

化・弾力化の方向にある。例えば，「総合的な

学習の時間」は，ねらいは示されているけれ

ども，その目標・内容・活動等は，各学校に

おいて適切に定めることとされている。また，

教科学習についても，学習指導要領では多く

の教科の目標や内容が複数学年に及んで示さ

れており，それらの年間指導計画における具

体的な位置づけは，学校の裁量に委ねられて

いる。つまり，我が国の小中学校の教育課程
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の編成は，「学校を基盤とするカリキュラム開

発（School-Based Curriculum Development）」

の性格を強めている。「学校を基盤とするカリ

キュラム開発」は，教育工学研究の重要な研

究分野の１つである。これまでにも，例えば

1970年代のカリキュラム開発セミナーを通じ

て，また同 80 年代の学校研究の診断・評価研

究において，それを推進するための手続きや

それを評価するための観点・項目が提案され

てきた＜水越敏行（1985）『授業改造と学校研

究の方法』明治図書など＞。 

そして，この発想や技法は，今日，社会が

学校に強く要請する「学力向上」という側面

からも，たいへん重要である。というのも，

例えば子どもの生活・学習の実態，施設設備

等の状況は，地域や学校によって大きく異な

る。それゆえ，子どもたちの学力を高めるた

めの術は，必然的に，「学校を基盤とする学力

向上アプローチ」にならざるをえない＜木原

俊行（2008）「授業づくりと学力形成の今日的

課題」『解放教育』2008 年 5 月号, 明治図書

＞。 

 学校を基盤とするカリキュラム開発を推進

する上で，その成否の鍵を握るのが，「リーダ

ーシップ」である。既に，この営みにはカリ

キュラムについて専門的知識をもつ教員，す

なわち「教育課程経営のスペシャリスト」が

必要であると主張されている＜小島弘道

（2003）『教務主任の職務とリーダーシップ』 

東洋館出版, p.148＞。また，研究代表者の木

原は，平成 15・16 年度，科学研究費補助金・

基盤研究(C)による助成（課題番号15500633，

研究代表者：木原俊行）により，我が国のい

くつかの学校を対象とする事例研究やそれら

と英国の事例との比較を通じて，カリキュラ

ム・コーディネータの役割をモデル化した。 

 さらに，研究代表者の木原は，平成 18～20

年度，科学研究費補助金・基盤研究(C)による

助成（課題番号 18500720，研究代表者：木原

俊行）によって，リーダーシップの重層性を

踏まえて，複数のリーダーが協力してカリキ

ュラム開発にあたる事例を収集し，それらを

比較検討して，学校を基盤とするカリキュラ

ム開発における「リーダーシップグループ」

の役割をモデル化した。これらの研究によっ

て，カリキュラム開発を推進するリーダー役

を果たす教師たちに必要とされる実践的知識

をある程度整理することができた。 

 

同時に，これらの研究を進める過程で，カ

リキュラム開発のリーダーたる教師，例えば

研究主任の力量形成が極めて重要であるこ

とが明らかになった。ところが，カリキュラ

ム開発を牽引するための実践的知識等を学

ぶ場は，例えばいくつかの大学の大学院のカ

リキュラム開発コースなどに確認できるが，

そうした機会を得られる教師は，限定されて

いる。 

 

２．研究の目的 

本研究では，学校を基盤とするカリキュラ

ム開発を推進する立場にある教師たちが，自

学自習でそれに必要とされる実践的知識を

獲得するためのハンドブック，すなわち『学

校を基盤とするカリキュラム開発を推進す

るリーダー教師のためのハンドブック』の作

成に取り組むことにした。 

 

３．研究の方法 

平成21年度は，まず，５月に研究代表者及

び同分担者が集い，同年度の研究計画を再確

認した。 

次いで，６月から２月にかけて，１）各教

科における言語力の育成，２）活用型学力＝

思考力・判断力・表現力の育成，３）ICT活用

を試みている小中学校を訪問し，カリキュラ

ム開発の実際に関する資料（研究・研修計画

，年間指導計画，指導案，実践記録など）を

収集した。また，その内容をカリキュラムの

革新性，独自性，継続発展性などを視点とし

て分析し，当該学校におけるカリキュラム開

発の進展状況を明らかにした。 

さらに，３月には，米国のノースカロライ

ナ大学を訪問し，そこでカリキュラム・リー

ダーシップについての講義を繰り広げている

研究者とこの概念に関して意見を交換すると

ともに，それを扱っている講義を見学し，担

当者に聞き取り調査を実施した。また，メン

フィスの小中学校を訪問し，授業を見学した

り，学校長や研修主任等に聞き取り調査を実

施したりして，学力向上を目指した，カリキ



 

 

ュラム開発の実践事例を収集した。なお，そ

れに先だって，関連する文献を収集し，カリ

キュラム・リーダーシップの概念を再検討す

るとともに，それと他の概念（カリキュラム

・マネジメント，専門的な学習共同体等）の

関係を吟味した。 

以上のような研究活動により蓄積した知見

を総合して，ハンドブックの内容と構成の第

一次案及び執筆担当を決定するとともに，執

筆内容の素案を作成した。 

平成22年度は，平成21年度の事例収集等の

成果に基づき，ハンドブックの原稿を作成し

た。その内容構成は，「１.カリキュラム開発

の理論とモデル」「2.カリキュラム開発の動

向」「3.我が国におけるカリキュラム実践の

すぐれた事例－カリキュラム・リーダーシッ

プ論を視点に」「4.カリキュラム実践に関す

る意思決定の演習-」「5.所属校のカリキュラ

ム実践の省察」「6.カリキュラム実践のため

の参考文献」「7.発展的な学習への誘い」と

なった。例えば，「4.カリキュラム実践に関

する意思決定の演習」には，４つの演習問題

を用意した。それらは，事例の背景を記した

「問題」，それらの「解答」を記入するパー

ト，そして「模範解答と解説」から成る。７

つの章及び「本ハンドブックの使い方」を合

わせると，70ページの小冊子となった。 

なお，我が国の小中学校は，同時期，新教

育課程への移行期にあり，新しい実践が次々

と生み出しているので，先導的な試みを遂行

している学校を訪問し，そこで営まれている

カリキュラム開発の実際に関する資料（研究

・研修計画，年間指導計画，指導案，実践記

録など）を収集した。また，その内容をカリ

キュラムの革新性，独自性，継続発展性など

を視点として分析して，当該学校におけるカ

リキュラム開発の進展状況を明らかにし，ハ

ンドブックの内容に反映させた。 

研究の中間的な成果を日本カリキュラム学

会等の全国大会で報告するとともに，いくつ

かの雑誌等で発表した。 

平成23年度は，平成22年度に試みた形成的

評価の結果を踏まえて，研究代表者及び同分

担者で，ハンドブックの内容と構成を協議し

，最終案を決定した。例えば，紹介する事例

や演習問題のレパートリーを増やすことが決

まった。また，理論に関する章については，

いっそう分かりやすい表現に努めるとともに

，図表によるビジュアルな表現を増やすこと

なども共通理解した。 

夏から秋にかけて，ハンドブックの新しい

内容・構成に即して，原稿を執筆するととも

に，表紙等のデザインについても検討した。 

 なお，研究の中間的な成果を７月に催され

た日本カリキュラム学会の年次大会で報告

した。また，いくつかの教育雑誌や教育図書

において，ハンドブックの内容のもととなっ

た，研究代表者及び研究分担者によるカリキ

ュラム・リーダーシップに関する研究の知見

を示した。 

 
４．研究成果 

ハンドブックのプロトタイプ版の形成的評

価を経て，最終的には，「１.カリキュラム開

発の理論とモデル」「2.カリキュラム開発の動

向」「3.わが国におけるカリキュラム実践のす

ぐれた事例－カリキュラム・リーダーシップ

論を視点に」「4.カリキュラム実践に関する意

思決定の演習-」「5.所属校のカリキュラム実

践の省察」「6.カリキュラム開発のための参考

文献」「7.発展的な学習への誘い」という７つ

の章から成る， 90ページを越える冊子ができ

あがった。 

 完成したハンドブックを，22 人のカリキュ

ラム開発を推進するリーダー教師等を評価す

るためのアンケートに回答してもらったり，

インタビューに応じたりしてもらった。その

結果，学校を基盤とするカリキュラム開発を

推進するリーダーにとって有用なハンドブッ

クが作成されたことが明らかになった。 
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